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2-3．北九州空港 〜北九州空港将来ビジョン（2014策定）〜

Ⅱ．本市における物流の現状（本市のポテンシャル）

物流拠点化の実現

2021年
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事業者名 航　　　路 便数／週 平均所要時間 船舶名 積載量

フェリーしまんと トレーラー(13m)188台、乗用車80台

フェリーどうご トレーラー(13m)188台、乗用車80台

フェリーりつりん トレーラー(13m)188台、乗用車80台

フェリーびざん トレーラー(13m)188台、乗用車80台

はまゆう トラック約154台、乗用車約30台

それいゆ トラック約154台、乗用車約30台

いずみ トラック277台、普通乗用車188台

ひびき トラック277台、普通乗用車188台

やまと トラック229台、普通乗用車138台

つくし トラック229台、普通乗用車138台

フェリーきょうとⅡ トラック(8t)180台、普通乗用車100台

フェリーふくおかⅡ トラック(8t)180台、普通乗用車100台

フェリーおおさかⅡ 乗用車105台、トラック(12m)146台

フェリーきたきゅうしゅうⅡ 乗用車105台、トラック(12m)146台

フェリーくるしま トラック(8t)73台、普通乗用車41台

フェリーはやとも２ トラック(8t)73台、普通乗用車41台

さんふらわあ　さつま トラック(13m)121台、乗用車134台

さんふらわあ　きりしま トラック(13m)121台、乗用車134台

さんふらわあ　あいぼり トラック(8.5m)120台、普通乗用車100台

さんふらわあ　こばると トラック(8.5m)120台、普通乗用車100台

さんふらわあ　ごーるど トラック(12m)138台、トラック(8.4m)9台、普通乗用車75台

さんふらわあ　ぱーる トラック(12m)138台、トラック(8.4m)9台、普通乗用車75台

みやざきエキスプレス トラック(12m)130台、普通乗用車85台

こうべエキスプレス トラック(12m)130台、普通乗用車85台
宮崎カーフェリー(株) 宮崎～神戸 7 13.0

6北九州(新門司)～横須賀東京九州フェリー(株) 21.0

大阪～別府 7 11.9

大分～神戸 7 11.4

松山小倉フェリー 北九州（小倉）～松山 7 7.1

(株)フェリーさんふらわあ

大阪～志布志 7 14.6

(株)名門大洋フェリー 北九州(新門司)～大阪 14 12.1

阪九フェリー(株)

北九州(新門司)～泉大津 7 12.5

北九州(新門司)～神戸 7 13.1

オーシャントランス(株)
北九州(新門司)

～徳島小松島(徳島)～東京
7 34.3

⾼速道路利用とともに、九州〜本州間の⻑距離トラック輸送においてはフェリー利用も重要な⼿段と
なっている。

九州と本州側とを結ぶ中⻑距離フェリーをみると、関東直結の航路は北九州港のみである。
 2021年７⽉には横須賀港への東京九州フェリーも新たに就航。
対関⻄の航路は志布志、宮崎、⼤分、別府の各港からも航路もあるが、北九州港が便数や輸送能

⼒とも九州最⼤となっており、トラックのモーダルシフトの重要なルートとなっている。

2-4．充実したフェリー航路
Ⅱ．本市における物流の現状（本市のポテンシャル）
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2-5．充実したフェリー航路
⻑距離フェリー航路図

※p28に基づく

Ⅱ．本市における物流の現状（本市のポテンシャル）
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2-6．充実したフェリー航路
九州諸港と大阪湾･東京湾の港湾との間のフェリーのトラック･シャーシ週間輸送能⼒
（片道あたり）

北九州港〜東京湾
2.240台/週

北九州港〜大阪湾
5.537台/週

大分港･別府港〜大阪湾
1,869台/週

宮崎港〜大阪湾
910台/週

志布志港〜大阪湾
847台/週

北九州港

大分港
･別府港

志布志港

大阪湾
（大阪港･神⼾港･泉大津港）

宮崎港

東京湾
（東京港･横須賀港･

川崎港）

※徳島港寄港分を含む

※積算根拠はp28に基づく

Ⅱ．本市における物流の現状（本市のポテンシャル）



中国航路

１８航路７４便/月

台湾航路

４航路１６便/月

東南アジア航路

７航路２８便/月

韓国航路

８航路３６便/月

北九州港

主なコンテナ定期航路

○釜山：19航路 84便

○香港：8航路 32便

○上海：9航路 40便

○高雄：6航路 24便

○ハイフォン：3航路 12便

（港別：月間）

外航定期コンテナ航路数

３７航路１５４便／月

（2021年10月1日現在）
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Ⅱ．本市における物流の現状（本市のポテンシャル）
2-7．外航定期コンテナ航路



主要な物流基盤

オーバーパナマックス型の
大型船も入港可能な
大水深岸壁（-15m水深）

❷ ひびきコンテナターミナル

❸田野浦ROROターミナル

四国松⼭へ毎⽇運航
耐震強化岸壁として整備
災害時の緊急物資輸送に対応
❺新門司フェリーターミナル

本州と九州を結ぶ全ての貨物
列⾞が停⾞する鉄道輸送の拠点

❻北九州貨物ターミナル駅

第１ターミナルと第２ターミナル
から成る⻄⽇本有数の
コンテナターミナル

❶門司（太刀浦）コンテナターミナル

中古⾃動⾞の輸出基地
精密機器の国際輸送拠点

❹小倉（浅野）フェリーターミナル

⻄⽇本最大級のフェリー基地
神⼾、大阪、東京、徳島へ
毎⽇運航
横須賀航路（2021.7月より）

24時間運⽤が
可能な国際空港

❼ 北九州空港

❶

❷
❸

❹

➎

❻

❼

Ⅱ．本市における物流の現状（本市のポテンシャル）
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 これまでの取組みの結果、物流を下⽀えする陸・海・空の物流インフラの整備は進んでいる。
物流活性化のため、利用促進を図り、更なる機能強化に向けた取組みが必要である。
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Ⅱ．本市における物流の現状（物流業界のニーズ）

課題 物流業界からの主な意⾒

労働⼒不⾜

・労働時間規制により、九州の端から端までのトラック輸送は今後厳しくなると思う。
[物流事業者]

・太刀浦CTで、ピーク時にはコンテナ待ち時間が発⽣し、ドライバーの労働時間増の要因となっている。
[物流事業者]

・物流施設（マルチテナント）が出来た場合には、⼈材の確保が必要である。[物流業界団体]
・⼥性やシニアなど多様な⼈材が働き易い職場環境の整備が必要である。[倉庫事業者、荷主]

効率的な
集荷・配送

・関⻄・関東方⾯への荷物が少ない。物流施設が集積している⿃栖市への配送後の帰りの荷物も
少ない。[物流事業者]

・横須賀の新航路は所要時間も短く、九州中から集荷してフェリー輸送できると良い。[有識者]
・農産物のパレット化の促進が必要である。[物流事業者]
・パレットが不⾜している。また、パレットが循環するシステムが構築されていない。[荷主]
・⼩倉都⼼部に宅配荷物の共同の集配デポがあると良い。 [物流事業者]
・コンテナ等の利活⽤を促進するための異業種マッチング支援が必要である。[荷主]

脱炭素化 ・新造船の就航が重なっている新門司はモーダルシフトの受け皿となる。[有識者]
・トラックの積載効率を向上させることで、トラックの使⽤台数を減らすことが必要。[荷主]

物流機能の
強化

・物流道路（関門断⾯）のリダンダンシーの確保が必要。[物流事業者]
・北九州港（太刀浦CT、ひびきCT、新門司FTの強化等）、北九州空港の機能強化（上屋の早期

整備、⼈材確保、通関機能の強化等）が必要。[物流事業者、荷主]
・新門司周辺のほか、産業道路の計画的な維持管理が必要。[物流業界団体]
・倉庫需要に対し、供給⽤地が不⾜している感がある。[不動産事業者]
・産業の集積・高度化という市の特徴に合った物流施策が必要である。[有識者]

関係者へのヒアリング状況（令和３年１０⽉末時点）

物流業界のニーズを把握するため、地元企業を中⼼にヒアリングを実施。ヒアリングは今後も継続する。
○物流関係事業者等（物流事業者、荷主企業、開発事業者等）︓８１社、官公庁︓４機関、有識者︓３名
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Ⅱ．本市における物流の現状（物流業界の課題）
１ アンケート調査の実施状況

対象事業者︓市内に事業所がある物流事業者・荷主企業 計１７８社
実施方法 ︓商工会議所を通じてアンケート調査票を配布

２ アンケート調査の回答状況
（１）回答企業の属性 （２）市内企業の考える物流の課題

2021.6.28時点 有効回答数42社

機械・金属

40%

食品

31%

化学・エネルギー

10%

海運・港湾

10%

商業

7%

運輸交通

2%

労働時間規制

27%

多頻度小口化

15%

共同配送

14%

CO2排出軽減

11%

AI・ICT活用

7%

パレット化

8%

インフラ

機能強化

5%

配送拠点再配置

4%

Eコマース増

3% その他

6%

「その他」︓⾃然災害の甚大化、ドライバーの採⽤、
危険物輸送規制緩和など


